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※ ７月のレセプト提出日は７日（水）です。 

  返戻を含む紙レセプト、猶予期間のフロッピーの提出はこの日にお願いします。 

 
※ オンライン化後も、処方せん受付枚数、広域医療機関受付枚数の報告は継続してお願いしてお

ります。ＦＡＸでもよいのでよろしくお願いいたします。 
 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

 
１）【再掲】薬学講習会の開催 
      日 時：平成２２年８月２２日（日）    １３時～１６時２０分（開場１２時） 
      場 所：東京国際フォーラム ホールＡ 
      受講料：無料 
      内 容：時局解説、最近の薬務行政、医療安全管理シリーズ、 
          患者のためのチーム医療－ケアマインドとコーチング－ 
      ※ハガキによる案内はありません。都薬雑誌の案内をご覧下さい 
      ※当日は会員証を忘れずにお持ち下さい 
      ※この講習会は基準薬局認定のための必須講義の１つです。 
 
２）《重要》高度管理医療機器等販売業許可更新の手続きを行う際のお願い 
      制度が始まって初めての上記許可の更新の時期がまいります。手続き書類がそろそろお手

元に届いていることと思います。制度開始と同時に申請されたところの更新時期が来るこ

とから、今回手続きが集中するため、地域による分散と、薬剤師会による取りまとめのお

願いが入ったところです。つきましては、豊島区薬剤師会より取りまとめのお知らせを発

しますので、それまで直接の申請手続きをしないようお願いいたします。 
      なお、豊島区は、地域による分散により、平成２３年１月提出となっておりますので、12

月上旬〆切の取りまとめを予定いたしております。 
 
３）ブフェキサマク製剤（医療用、OTCとも）の製造中止について 
      アンダーム軟膏に代表されるブフェキサマク製剤が、医療用、OTC ともに各社、製造中

止することとなりました。これは、ヨーロッパにおいて、薬効再評価にて、「ベネフィット

がリスクを必ずしも上回らない」との結果が出され、製造中止されたのを受けてのもので

す。 
ご存知のように、かねてより、外用ブフェキサマク製剤は、副作用による接触性皮膚炎が

問題視されてきましたが、これにより、結果が出たことになります。 



継続使用者もいることから、回収などの措置はありません。また、保険請求も継続します。 
OTCの場合は、使用経験者のみに販売し、新規にはできるだけ勧めないようにお願いしま

す。流通在庫が無くなり次第、入手できなくなります。 
 
４）＜OTC医薬品情報＞コデインリン酸塩水和物・ジヒドロコデインリン酸塩などを含有する鎮咳去痰

薬（内服薬）の添付文書の改訂と販売時の留意事項 
      コデインリン酸塩水和物・ジヒドロコデインリン酸塩・リン酸ヒドロコデインセキサノー

ルいずれかを含有する鎮咳去痰薬の添付文書が各社改訂予定です。「使用上の注意－しては

いけないこと」の項に「過量服用・長期連用しないこと」と加わります。 
      これは、当該医薬品の乱用を未然に防ぐための措置であります。 
      これに伴い厚労省より以下の「販売に係わる留意事項」が発信されましたので、こちらも

遵守お願いいたします。 
      液剤につきましては、かねてから留意事項が発せられておりましたが、今回の対象は、剤

形にかかわらず、錠剤、散剤を含むすべての内用鎮咳去痰薬です。 
      (1)当該医薬品の販売又は授与にあたっては、次の点に留意すること 
        ①販売量等は原則として1人１包装単位とすること 
        ②購入者等から症状を聞き、当該医薬品の効能・効果に該当することを確認すること 
        ③購入者等に対しては、用法・用量等に関し十分な服薬指導を行うこと 
      (2)購入等希望者が当該医薬品の大量使用者又は長期連用者と思われる場合には販売等を

行わないこと 
      (3)購入等希望者が高校生、中学生等若年者の場合には次のいずれかの確認を行うこと 
        ①購入等希望の事実について保護者による確認 
        ②身分証明書等による氏名、住所、年齢、学校名等の確認 
 
５）「薬剤師のためのドーピング防止ガイドブック～２０１０年版」の配布 
      毎年、日薬で作成しております上記冊子を配布いたします。お役立てください。 
      アンチ・ドーピング活動は都薬において、昨年に引き続き、東京都より「医薬品の適正使

用推進事業」として助成を受けられることとなりました。項目（３）の鎮咳去痰薬ととも

に、医薬品の適正使用の普及に努めてください。 
 
６）【再掲】「薬局・薬剤師の『年間カレンダー』」 
      日薬ホームページからのダウンロードとなります。今回５月～７月のテーマは「禁煙」。 
 
７）【再掲】都薬ホームページ上でのｅ‐ラーニング講座の試聴について 
      東京都薬剤師会では会員の学習を支援する方法のひとつとして、インターネットによる 

研修を考慮中です。このたび、試験的に、『ｅ‐ラーニング』を運用することになり、ご

視聴いただいて、ご意見をいただきたいしだいでございます。 
内容：都薬生涯学習特別委員会と協力くださるNPOが協議の上、１年間２４講座を提供 
協力：特定非営利法人 医療教育研究所（ＩＭＥ） 
方法：東京都薬剤師会ホームページの会員ページからログインする 
   インターネットによるｅ‐ラーニング 
期間：平成２１年８月３日（月）より１年間（予定） 
費用：無料  ※試験運用のため認定シールや修了証の発行はありません 

保険部より 
※保険関係の情報が必要な会員薬局さまは、社団法人 豊島区薬剤師会  
保険部グループページに詳細な資料がアップされております。 



豊島区薬剤師会からの連絡事項 
 
１）［再掲］豊島区薬剤師会ホームページ開設‼ 
     ホームページを立ち上げました。ここにいろいろと情報を載せていきます。 

（FAXや配布物などはいままで通りです。ご心配無く。） 
ホームページアドレス  http://www.toyoyaku.jp/ 
              会員専用ページに入るには、パスワード  toshima    を使ってください。 
 
学術部より 
○豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

７月の勉強会は７月１５日（木）午後８時～９時 で行います 
場所：区民センター ４階 第3会議室 
内容：「気管支喘息の病態と最新の治療戦略」 

☆今回の勉強会は薬剤師研修センターの認定単位となります。 
 
○豊島区薬剤師会調剤技術研修会のお知らせ 
  ７月の研修会は７月22日（木）午後８時～９時 で行います 

場所：区民センター ４階 第5会議室 
内容：「統合失調症の議事体験装置を使った体験学習」 

  
※ 学術部のメールアドレスを作成しました。 
    Toshima.gakuzyutu@gmail.com  
    勉強会・研修会への申込み、ご質問等はこちらへどうぞ。 
  FAXでの申請も引き続き受け付けます。 
 
池袋あうる薬局より 
７月の輪番は以下の通りとなっております。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

７月     日   勤 ９：００ ～ １６：３０ 準   夜 １６：００ ～ ２２：００ 

３日（土） ▲ ▲ ▲ 平和通り保健薬局 

４日（日） わかば薬局 うずらやま薬局 千川薬局駅前店 平和通り保健薬局 

１０日（土） ▲ ▲ ▲ 平和通り保健薬局 

１１日（日） あうる運営委員会 駒込ｻﾝｺｰ堂薬局 大澤第一薬局 タニ薬局 

１７日（土） ▲ ▲ ▲ 北池薬局 

１８日（日） 北池薬局 うずらやま薬局 北池薬局 千川薬局駅前店 

１９日（月） メイプル薬局 大澤第一薬局 メイプル薬局 大澤第一薬局 

２４日（土） ▲ ▲ ▲ エンゼル薬局 

２５日（日） 要町薬局 駒込中央薬局 千川調剤薬局 駒込中央薬局 

３１日（土） ▲ ▲ ▲ 平和通り保健薬局 

 



長崎地区休日輪番薬局 

７月   

４日（日）   エンゼル薬局 

１１日（日）   ほてい薬局 

１８日（日）   高橋薬局 

１９日（月）   ホサカ薬局 

２５日（日）   チチブ薬局二丁目店 

 
薬学生実習受入薬局 
１）実習生受入に伴う実習費の支払い方法変更について 

実習生受入に伴う実習費は、税務の関係上「大学→受入薬局」と直接の支払いとなりま

した。当初予定しておりました形とは変更されましたので、ご注意ください。振込口座

の確認などにつきましては、大学より直接連絡が入る予定です。 
 
２）「薬局実務実習スケジュール詳細例（仮称）」〔暫定版〕について 
       日薬では、実習指導の一助となるよう上記のスケジュール作成に取り組んでおります。

このたび、ホームページに載せましたのでご参考にしてください。 
 
理事会報告 
６月７日（月）午後８時より豊島薬業会館1階会議室にて理事会が開催されました。 
出席者：大澤会長 遠藤副会長 江村副会長 小杉副会長 毛塚常務理事 佐藤常務理事 
    森常務理事 田崎常務理 斉藤常務理事 黒須常務理事 日下理事 鬼倉理事  

恩田理事 国岡理事 元谷理事 栗崎理事 石塚理事       記録係：高石 
 
○ 前月分理事会議事録承認 
○ 報告事項 
１、都薬からの連絡 
２、学術部報告 
３、地区研修会について 
４、職員夏季賞与について 
５、「池袋あうる薬局運営委員会」報告 
６、ジェネリック講演会の件 
７、三師会報告 
８、会員数報告 

A会員   １１７名 
  B会員     ２０名 
     合計    １３７名 
 
  会員変更 
    中村 太郎  （Ａ）→ 小峯 宏之（Ａ） 千川調剤薬局 要町３ 
    佐々木 由紀子（Ａ）→ 工藤 慎二（Ａ） 要町薬局 要町３ 
 



○審議事項 
１、公益法人申請について 
２、健康展について 
３、薬学生受入薬局手数料について 

管理センター報告 
管理センター売上及び仕入 
   平成２２年５月売上金額  ￥5,381,290 
   平成２２年５月仕入金額  ￥5,645,119 

保険部報告 
広域病院処方せん受付状況報告 

 
 
 
 

 
池袋あうる薬局処方せん受付状況報告 
    休日夜間 ４３７枚 
    その他  ４８６枚 
 
 
 
学術トピックス 
『アルツハイマー診断薬候補物質 早期発見に道』 
ドイツ系製薬大手のバイエル薬品は、アルツハイマー型認知症の診断に役立つ新薬候補物質の開発

に着手した。アルツハイマー患者の脳内には「アミロイドβ」と呼ばれるたん白質が大量に蓄積す

る場合が多いという。 
バイエル薬品が開発中の新薬候補物質「フロルベタベン」はアミロイドにだけ結合する化合物に微

量の放射性物質を付着させた。患者に注射で投与して外部から陽電子放射断層撮影装置（PET）で

照射すると、アミロイドβが脳内のどの部分にどれくらい蓄積しているかが色分けされてわかる仕

組み。 
アルツハイマー型認知症は明確な病理の仕組みが解明されておらず、治療薬も少ない。このため現

在アルツハイマー病かどうかの診断は問診が中心で、確定的な診断は患者が亡くなった後の病理解

剖で下されている。生存中に確定できれば、患者の早い段階で投薬などの適切な治療方針が立てや

すくなる。化合物の代謝状況などを見ることで新薬研究にも役立つとみられる。 
バイエル薬品は第 2 相臨床試験を実施しており、2011 年中に第 3 相治験を目指すとしている。欧

米ではすでに第3相治験に入っている。ただ、データ分析には病理解剖が必要になるため、診断薬

としての発売時期は未定という。 
国内のアルツハイマー患者は潜在患者も含めると約100万人といわれ、高齢者の増加を受け今後も

拡大する見込み             日  経  産  業      Ｈ２２・４・１６ 
 
 
 
 
 

都立大塚 都立豊島 老人医療センター 

件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 
1782 1966 ６７ ７４ ７５ ８３ 



豊島区薬剤師会の活動（５月） 
５/６（木）レセプト提出 
      豊島区薬剤師会理事会 
５/12（水）豊島区がん対策推進会議 
５/13（木）東京都公益法人説明会 

池袋あうる薬局運営委員会 
豊島区薬剤師会学術勉強会 

５/15（土）都薬支部長会 
      都薬政治連盟総会（安田記念講堂） 
５/16（日）日薬政治連盟（品川プリンスホテル） 
５/18（火）東京都公益法人説明会 

正副会長会議 
５/19（水）公害診療報酬審査会 
５/20（木）豊島区学校保健会 
５/27（木）豊島区保健福祉審議会 

豊島区薬剤師会調剤技術研修会 
５/28（金）班長会 
      豊島区薬剤師会総会 

 
管理センター取り扱いリスト追補 
＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 

 製品名 小分単位 備考 
内 エックスフォージ配合錠 錠  
内 レザルタス配合錠ＨＤ 錠  
内 レザルタス配合錠ＬＤ 錠  
内 ユニシア配合錠ＨＤ 錠  
内 ユニシア配合錠ＬＤ 錠  
内 ラミクタール錠２５ｍｇ 錠  
内 エクア錠５０ｍｇ 錠  
内 トピナ錠１００ｍｇ 錠  
内 サインバルタカプセル２０ｍｇ カプセル  
内 サインバルタカプセル３０ｍｇ カプセル  
内 ゼチーア錠１０ｍｇ 錠  
内 ネシーナ錠６．２５ｍｇ 錠  
内 ネシーナ錠１２．５ｍｇ 錠  
内 ネシーナ錠２５ｍｇ 錠  
 
 
＊取り扱い中止 
 製品名 
内 アストモリジンＭ錠 
内 フスタギン末 
外 イドメシンコーワゲル５０ｍｇ 
 



＊ 管理センターへの注文時および納品時に関するお願い    
管理センターの業務の円滑化のために下記の事項を守って下さるようお願いします。 

   ≪注文時のお願い≫ 
① 注文は専用の用紙を使用してください。 
    （お手元に無い場合は事務局まで連絡を頂ければFAXまたはメールにて送ります。 
     また、豊島区薬剤師会ホームページからのダウンロードも可能になりました。） 
② 一枚での注文は10医薬品までとし、欄外への記載はしないでください。 
    （欄外への記載は読み間違いを起こす要因になります） 
③ 一度使用した用紙を使用しての注文はしないでください。 
    （消し忘れによる注文の重複が起きたり、読み間違いの要因になります） 

   ≪納品時のお願い≫  
   ①注文品の受け取り時には、すみやかに検品を行うようお願いします。 

（「センター出庫品の返品・交換は、受取日（＝納品日）の翌開局日まで。」 
となっております。） 

  以前からお願いしている事項ですので、お守り頂けない場合は改めて注文して頂くか出庫を 
見送らせて頂きます。 
管理センターの円滑な作業と間違い防止のため、ご理解ご協力のほどお願い致します。 

                            （管理センター所長 江村 公良） 
＊ 管理センターの取り扱い品リストをご希望の方は豊島区薬剤師会事務局までお申込ください。 

（電子媒体の分は最新更新版をお渡しできます。） 
Eメールの添付ファイルは無料。フロッピーディスク、紙のコピーは500円です。 

  尚、豊島区薬剤師会ホームページの会員ページから取り出すことも可能になりました。 
 
＊ 管理センターでは、会員様の要望の多いものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否

かを決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、毎月のレセプト提出

時に事務局に提出してください。集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使

いください。 
・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 
                            平成  年  月  日 
 
           薬局名                              印  
 
     以下の製品の取り扱いを要望します 
 
製品名                                  規格 
                                                
 
 
 
 


